２０１３年度　〇〇小学校　校内労働安全衛生委員会　第３回全体会
2014．1．8(水)

１．今野晴貴著「ブラック企業～日本を食いつぶす妖怪～」文春親書より
○　労働基準法では、１日８時間・週４０時間を労働時間の上限とするよう定められている。→　ところが…、労働基準法３６条に基づく「３６（サブロク）協定」という協定を労使で
交わすと、この制限を取り払い、長時間労働をさせることができる。一応、長時間労働にも上限が定められているが、法律上明記された義務でないため、「過労死ライン」をオーバーさせることもできる。
→　東京新聞によると、東証１部上場企業の売り上げ上位１００社のうち、約７割が過労死
ライン（１ヶ月の残業時間８０時間以上【１日あたり４時間以上】）を超える３６協定を提出していた。

２．もう少し詳しく
　○　これを学校現場で見てみると…、
　⇒　３６協定では、１日について２時間（月当たり４５時間）まで超勤できるが、それには
１２５％以上の割増賃金が支払われる。学校職員では事務職員・栄養職員等が協定を結んでいるが、教諭・養護教諭は対象外。
　⇒　「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」（給特法）を根拠に、
教職調整額（４％）が支払われている。この法律の趣旨は「時間外勤務手当の支給を排除
することにより、時間外勤務をさせないこと」にある。２００３年に出された「公立の義務教育諸学校等の教育職員を正規の勤務時間を超えて勤務させる場合等の基準を定める政令」において「原則として時間外勤務を命じないものとすること」として、「限定４項目」の場合を除いて時間外勤務は命ぜられないことになっている。
· 限定４項目とは…
1 学校行事に関する業務（原則として年１回の行事）
2 教職員会議に関する業務（原則として全ての教職員が参加する会議）
3 非常災害等やむを得ない場合に必要な業務
4 生徒の実習に関する業務―小中学校にはない－
　　※　現在の超勤は教職員の「自主性」という司法判断になっている

３．これからやっていくこと
　⇒　その仕事、「①やった方がいい仕事」「②やってもやらなくともあまり関係ない仕事」」「③
やらない方がいい仕事」なのかを精選し、②や③を減らす無くすことです。それが私たち教職員のためであり、それが子どもたちのためになるのです。
　→　遊びはゆとり、自動車のハンドルに「遊び」がなかったら…。
　→　安全安心のために「ゆとり」を持って…とよくいわれますが…。
　→　教員は「ゆとり」ができると、よけいな「何か」をはじめてしまう。
　→　「やらない」勇気を！
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